
協働まちづくり通信  collaborative community development news

23 　広報うわじま Nov.2023

宇
和
島
市
Ｎ
Ｐ
Ｏ
登
録
団
体
紹
介　
№
10

宇
和
島
市
Ｎ
Ｐ
Ｏ
登
録
団
体
紹
介　
№
９ 

　

手
入
れ
が
で
き
て
い
な
い

人
工
林
を
活
動
拠
点
に
、
毎

年
４
〜
９
月
の
間
伐
の
時
期

に
皮
む
き
間
伐
体
験
会
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
毎
年
８
月

に
は
小
学
生
を
対
象
と
し
た

体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

し
、
今
の
日
本
の
森
の
課
題

や
世
界
の
森
と
の
つ
な
が
り

を
学
び
、
自
分
た
ち
の
暮
ら

し
の
中
で
で
き
る
こ
と
を
共

に
考
え
ま
す
。
大
き
な
機
械

を
必
要
と
し
な
い
間
伐
方
法

で
「
私
で
も
で
き
た
」
を
た

く
さ
ん
体
験
し
な
が
ら
地
域

課
題
へ
取
り
組
む
楽
し
さ
を

学
び
ま
す
。
人
工
林
の
手
入

れ
は
森
に
豊
か
な
植
生
を
復

活
さ
せ
、
災
害
に
強
い
森
づ

く
り
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
の
体
験
学
習

の
企
画
や
出
張
講
師
の
活
動

も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
興

味
が
あ
る
人
は
ぜ
ひ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

●問�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ナ
ナ
の
森
☎
０
９
０

‐
２
３
８
６
‐
９
２
９
４
（
代

表
：
玉
城 

圭
隆
）

女性でも子どもでもできる「皮むき間
伐」という手法を用いて、体験型の森
の間伐活動を行っています。普段森
と関わることがない人やこどもたち
と一緒に森へ入り、森の役割や課題、
地域資源の豊かさを知ってもらうこ
とを目指しています。

ＮＰOナナの森

　

昨
年
度
は
「
あ
す
も
（
企

業
組
合
津
島
あ
ぐ
り
工
房
）」

と
協
働
し
「
食
で
つ
な
が
る

拠
点
」
と
し
て
活
動
を
始
め

ま
し
た
。
ま
た
、
中
高
年
の

外
出
支
援
と
し
て
「
買
物
行

こ
カ
ー
う
ら
し
り
号
〜
道
の

駅
め
ぐ
り
＆
三
間
の
名
所
観

光
〜
」
と
、
子
ど
も
向
け
の

「
冬
の
外
あ
そ
び
〜
目
指
せ

焚
火
の
名
人
〜
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
は
、
宇
和
島

市
社
会
福
祉
協
議
会
と
も
協

働
し
、
ス
マ
ホ
教
室
や
マ
ル

シ
ェ
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
毎
月
第
４
日
曜
日
開

催
の
「
あ
す
も 

ふ
れ
あ
い

モ
ー
ニ
ン
グ
」
で
は
「
お
元

気
倶
楽
部
」
と
称
し
て
来
場

者
の
血
圧
測
定
コ
ー
ナ
ー
な

ど
を
設
置
し
、
小
規
模
な
が

ら
も
住
民
主
体
で
顔
の
見
え

る
関
係
づ
く
り
を
行
っ
て
い

ま
す
。
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島
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祉
協

議
会
津
島
支
所
☎
２
０
‐

８
１
０
１
（
担
当
： 

西
村
）

平成24年３月末に廃校となった旧浦
知小学校の施設を地域が有効活用し、
高齢者から子どもまですべての住民
が安心して生き生きと生活すること
ができる環境・地域づくりを推進し、
住民の福祉の向上と地域の活性化を
目的として設立された団体です。

浦知地区活性化協議会


